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本大会では、能登半島地震で被災された方々と

被災地の復興を支援するため、義援金を贈る取り組みとして

募金を行うとともに、大会オリジナルTシャツを作成しました。

また、会場内ではより皆様に石川県のことを知ってもらうため

スタンプラリーも行っております。

皆さまの温かいご支援が、被災地の一日も早い復興につながります。

ご協力をよろしくお願いいたします。
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会場受付にて販売いたします
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ご挨拶

公益財団法人　日本バドミントン協会

会長　 村井　満

　文部科学大臣杯争奪第77回全日本学生バドミントン選手権大会の開催に

あたり、公益財団法人日本バドミントン協会を代表し、謹んでご挨拶申し上げ

ます。

 本大会は、学生バドミントンにおける最高峰の大会として、長きにわたり我が

国の競技力向上と人材育成に大きな役割を果たしてまいりました。学生時代に

全国の舞台で真剣勝負を経験することは、技術の向上にとどまらず、競技者と

しての誇り、礼節、忍耐力、そして困難に向き合う力を培う貴重な機会であり

ます。

　近年、バドミントン競技は国内外で高い関心を集め、日本選手の活躍も多く

の方々に勇気と感動を届けています。その歩みをさらに力強いものとするため

には、次代を担う若い選手たちが高い志を持ち、自らの可能性に挑み続けるこ

とが何より重要です。本大会に出場される皆さんには、日々積み重ねてきた努

力を信じ、全国の舞台にふさわしい気迫と品格をもって、一試合一試合に臨ま

れることを期待しております。

　また、大会の開催に向けてご尽力いただきました関係者の皆様、選手を支え

てこられた指導者、ご家族、大学関係者の皆様に、心より敬意と感謝を申し上

げます。

 最後になりますが、本大会の開催にあたり、多大なるご支援とご協力を賜りま

した関係各位に深く感謝申し上げますとともに、本大会の成功と選手の皆様の

ご健闘を願って挨拶といたします。
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ご挨拶

一般社団法人　全日本学生バドミントン連盟

会長　　　　北見　正伸

　令和8年度 文部科学大臣杯争奪 第77回全日本学生バドミントン選手権大会が、石川県金沢市

「いしかわ総合スポーツセンター」において、東日本・西日本学生バドミントン選手権大会及び

全国各地区学連から選抜された選手の皆さんが参集して10月16日（金）～22日（木）の日程で

開催されますことは誠に慶ばしい事と思います。

　金沢市は加賀藩前田家100万石の城下町として栄え、金沢城址・日本三名園の一つである兼六

園を始めとして、市街地には今なお歴史的風情が数多く残っています。日本100名城の一つ金沢

城は、櫓門や土塀に見られる白漆喰の壁にせん瓦を施した海鼠（なまこ）壁と屋根に白い鉛瓦が

葺かれた外観、櫓1重目や塀に付けられた唐破風や入母屋破風の出窓が金沢城建築の美の特徴で

あり、また鉄壁の防御を固めつつ果敢に攻撃を仕掛けて戦いに必ず勝つという加賀武士（ものの

ふ）の気概を感じさせる城でもあると思います。

　さて、全日本学生バドミントン連盟は一般社団法人として再出発して２年目を迎え、時代の流

れに合わせて任意団体から法人組織へと大きな変革を進めております。改革の柱の一つである

「競技力向上」の分野では、６月に台湾（台北市）にて開催されました「アジア大学バドミント

ン選手権大会2026」において、金メダル１個・銀メダル２個・銅メダル３個という素晴らしい

戦績を収めてくれました。

　（公財）日本バドミントン協会と共に主催いたします、本大会のベスト４の選手は12月に開催

される全日本総合バドミントン選手権大会の本戦に、ベスト8の選手は同大会の予選に推薦され

ます。「FISUワールドユニバーシティゲームズ」や「アジア大学バドミントン選手権大会」、そ

して本大会を契機に皆さんの中から多くの日本代表選手が輩出されることを望みます。

　しかし、勝利至上主義に偏ることは必ずしも是としません。勝負の世界では勝利すること、そ

のために競技力の向上を継続して努力することが重要です。しかし、それ以上に重要なことは勝

者が示す人格向上への弛まぬ自覚であることを大学生として強く認識してください。

日頃鍛錬された競技力と精神力を遺憾なく発揮した熱戦を展開されるとともに、お互いの努力を

認め合い「競争と協調の人間関係」を学ぶことによって今後の人間形成に多いに役立つ大会にな

ることを期待いたします。

　最後になりますが、大会開催にご後援並びにご協賛を戴きました石川県・金沢市・（公財）石

川県スポーツ協会をはじめとする関係各位に御礼を申し上げますとともに、主管の中部学生バド

ミントン連盟に御礼を申し上げ、大会の無事成功を祈念して挨拶といたします。
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ご挨拶

一般社団法人　全日本学生バドミントン連盟

委員長　　　　冨野　航暉

　第77回全日本学生バドミントン選手権大会は、中部学生バドミントン連盟主管のもと、

本年、加賀百万石の地、石川県金沢市において開催されます。開催にあたり、関係各位に

は多大なるご支援とご協力を賜りましたこと、心より厚く御礼申し上げます。

 本大会は、12月に東京都で開催される全日本総合バドミントン選手権大会への出場選手を

選考する重要な大会であります。全国各地の厳しい予選を勝ち抜き、本大会への出場権を

手にされた選手の皆様には、日頃の鍛錬の成果を存分に発揮し、学生バドミントンの頂点

を目指して、最後まで全力で戦い抜かれることを期待しております。また、本大会を勝ち

抜いた選手の皆様が、全日本総合バドミントン選手権大会においても活躍され、さらには

日本代表として世界の舞台へ羽ばたかれますことを、心より願っております。

　また、監督・コーチをはじめ、大会運営に携わる役員・スタッフの皆様には、会場設 営

や競技運営など、多岐にわたる準備・運営にご尽力いただきましたことに対し、改めて 深

く感謝申し上げます。 大会期間中は、選手の皆様はもとより、応援・観戦にお越しくださ

る皆様にも、安全かつ快適にお過ごしいただけるよう、応援マナーの遵守やごみの分別・

持ち帰りなど、円滑な大会運営へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、日頃より私たち学生を温かく支えてくださっている保護者の皆様、監督・コー チ

の皆様をはじめ、すべての関係者の皆様に深く感謝申し上げます。本大会が参加される す

べての皆様にとって実り多く、生涯の思い出に残る素晴らしい大会となりますことを心 よ

り祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。
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ご挨拶

石川県知事　　山野　之義

　「令和８年度 文部科学大臣杯争奪第７７回全日本学生バドミントン選手権大会」
が、石川県において盛大に開催されますことをお喜び申し上げるとともに、ご来県い
ただいた皆様を心から歓迎いたします。

　バドミントン競技は、高速で飛ぶシャトルを正確に捉える技術と、自分が有利にな
るようにラリーを展開する戦略性が必要とされる競技スポーツであるとともに、軽く
打ち合えば誰でも簡単にラリーを続けることができる生涯スポーツとしても多くの方
に親しまれています。
 
　本県において、全国の強豪選手の皆様が一堂に会し、熱い戦いが繰り広げられるこ
とは、バドミントン競技の発展と本県のスポーツ振興に大きく寄与するものであり、
大変意義深いものと感じております。
 
　選手の皆様には、日頃鍛えた一流の技術を遺憾なく発揮され、悔いのない素晴らし
い成績を残していただくことを心から願っております。

　本県は今、未曽有の大災害となった令和６年能登半島地震と奥能登豪雨からの創造
的復興を進めております。復興に向け、スポーツが果たす役割は非常に大きく、本大
会が生み出す活気も能登の復興を後押しするものと考えております。

　県外からお越しいただいた皆様には、石川の自然や食、文化など、本県の多彩な魅
力をご堪能いただくとともに、復興に向けて頑張っている能登にも足を運んでいただ
ければ幸いです。

　最後に、本大会の開催にご尽力された関係の皆様に深く敬意を表しますとともに、
本大会のご成功と出場される皆様のご健闘を心から祈念申し上げ、ご挨拶といたしま
す。
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ご挨拶

金沢市長 村山　卓

　令和８年度文部科学大臣杯争奪第77回全日本学生バドミントン選手権大会
が、ここ金沢において盛大に開催されますことを心よりお慶び申し上げます。

　全国各地からお越しいただきました選手、関係者の皆様、ようこそ金沢へ。
心より歓迎申し上げます。

　本市において、バドミントン競技は、子どもから大人まで広く市民に愛され
ているスポーツです。全国から選抜された選手の皆様には、これまでの練習の
成果を存分に発揮し白熱した試合を繰り広げ、観る者に感動と勇気を届けてく
ださることを期待しています。
 
　また、本市は「スポーツで人とまちを元気にする」という理念のもと、単に
競技に参加するだけでなく、観戦や応援、支え合い、さらにはスポーツについ
て語り合うなど、多様な形でスポーツに親しみ、楽しめる環境づくりに努めて
おります。本大会がスポーツ文化の発展に寄与するとともに、本市におけるバ
ドミントン競技の競技力向上とさらなる普及の後押しとなることを、心より願
っております。
 
　そして、せっかくの機会ですので、全国各地から集まった学生の皆様が交流
を深めるとともに、金沢の歴史や伝統文化、豊かな食文化を存分に楽しみ、多
くの思い出を持ち帰っていただければ幸いです。

　結びに、本大会の準備・運営に尽力された関係者の皆様に感謝を申し上げる
とともに、本大会の成功と、参加された皆様のご健勝とさらなるご活躍を心よ
り祈念して、歓迎のことばといたします。
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ご挨拶

　このたび、令和８年度秩父宮・秩父宮妃杯争奪第77回全日本学生バド
ミントン選手権大会（インカレ個人戦）が、ここ石川の地で開催されま
すことを、石川県バドミントン協会を代表いたしまして、心よりお慶び
申し上げます。

　思い返せば昨年度、本県では大学対抗戦を開催させていただいたとこ
ろですが、このように連続して本県が学生バドミントン界最高峰の舞台
の会場としてお選びいただけましたことは、選手の皆様をお迎えする私
どもにとりましても、大変光栄なことと存じております。

　本大会は、全国各地より日頃の厳しい練習の成果を競い合う、学生バ
ドミントン界最高峰の舞台であります。出場される選手の皆さんには、
これまで積み重ねてこられた努力の集大成として、悔いのないプレーを
存分に発揮していただき、素晴らしい戦いを繰り広げていただきたいと
願っております。

　また、この大会を通じて生まれる選手同士の交流や絆が、今後の競技
人生における大きな財産となることを期待しております。

　結びに、本大会が選手の皆様にとって実り多きものとなり、また石川
県バドミントン界の一層の発展、そしてご来場の皆様のご健勝、ご多幸
をお祈り申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。

石川県バドミントン協会

副会長 坂東　陽月
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祝

令和8年度文部科学大臣杯争奪

第77回全日本学生バドミントン選手権大会

選手皆様のご健闘をお祈りします

石川県バドミントン協会

石川県実業団バドミントン連盟

石川県社会人クラブバドミントン連盟

石川県レディースバドミントン連盟

石川県教職員バドミントン連盟

石川県ジュニアバドミントン連盟

石川県中学校体育連盟バドミントン専門部

石川県高等学校体育連盟バドミントン専門部
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ご挨拶

　令和8年度文部科学大臣杯争奪第77回全日本学生バドミントン選手権大会
が、ここ石川県金沢市で開催されますことについてまことに光栄に存じます。
昨年度は11月に団体対抗戦を実施し2年続けての大会開催となります。東日
本、西日本インカレにおいて厳しい予選を勝ち抜いてこの大会に出場される選
手及び関係者の皆様を主管する中部学生バドミントン連盟一同より心から皆さ
まを歓迎いたします。
　今年は9月19日～29日までアジア競技大会が32年ぶりに日本(愛知県を中心
に)開催となります。国際大会が地元中部地区で開催されることは、競技の強
化・普及に大きく貢献することと思います今大会は団体戦と個人戦が分離開催
となり3回目の大会となります。選手の皆様におかれましては、日ごろの厳しい
鍛錬を重ねこの全日本の舞台に勝ち進んだことと思います。
　今年度最後の大学生の最高峰の大会　一球一打　を大切に戦い悔いのない大
会としていただきたいと思います。成績上位者には全日本総合への出場権が得
られます。
　個人戦ではありますが母校の栄誉を守り、会場で応援してくれる仲間と一体
となって試合に臨む姿に大きな感動すら感じさせます。
　今年度の学生最後の大会を十分に楽しんでください。
　終わりに、今大会を開催するにあたり、多大なるご協力・ご支援を賜りまし
た(公財)日本バドミントン協会様、開催地の石川県バドミントン協会様、ご支
援をいただいた協賛企業様全日本学生連盟の皆様、この大会にかかわるすべて
の皆様に対し心よりお礼申し上げご挨拶とさせていただきます。

中部学生バドミントン連盟

会長　　佐藤　荘二
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ご挨拶

中部学生バドミントン連盟

委員長　吉田　翔一

　令和8年度文部科学大臣杯争奪第77回全日本学生バドミントン選手権大会
が、多くの皆様のご支援とご協力のもと、ここ石川の地で盛大に開催されます
ことを、心よりうれしく思います。
本大会への出場を目指し、各地区の大会や東西学生選手権大会、そして日々の
練習を通じて努力を重ねてこられた選手の皆様に、心から敬意を表します。ま
た、選手を支えてこられた監督、コーチ、大学関係者、ご家族をはじめ、開催
に向けて準備に携わってくださったすべての皆様に、深く感謝申し上げます。
選手の皆様には、これまで積み重ねてきた成果を存分に発揮し、悔いのないプ
レーをしていただきたいと願っております。大会運営に携わる私どもも、皆様
が競技に集中できるよう、安全で円滑な運営に努めてまいります。本大会で繰
り広げられる一つひとつの試合が、選手の皆様にとって記録にも記憶にも残る
ものとなりましたら幸いです。
　また、石川県では、令和6年能登半島地震からの復旧・復興に向けた歩みが今
も続いております。被災された皆様に、改めて心よりお見舞い申し上げます。
本大会では、能登半島地震「スポーツ義援金」募金を実施するとともに、募金
に関連した取り組みを行っております。すでに多くの皆様から温かいご賛同と
ご協力をいただいておりますことに、厚く御礼申し上げます。この大会を通じ
て、能登の現状に少しでも関心をお寄せいただき、金沢だけでなく、能登の自
然や文化にも目を向けていただけましたらうれしく思います。
　結びに、本大会が選手の皆様にとって実り多き大会となりますことを心より
祈念申し上げます。また、開催にあたり多大なるご支援とご協力を賜りました
関係各位、並びに準備・運営にご尽力いただきましたすべての皆様に、心より
感謝申し上げ、ご挨拶といたします。
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大会要項
令和8年度　文部科学大臣杯争奪

第７７回全日本学生バドミントン選手権大会開催要項

　１．主　　　催　公益財団法人日本バドミントン協会、一般社団法人全日本学生バドミントン連盟
　２．主　　　管　中部学生バドミントン連盟、石川県バドミントン協会
　３．後　　　援　石川県、公益財団法人石川県スポーツ協会
　　　　　　　　　金沢市、金沢市教育委員会、金沢市スポーツ協会
　　　　　　　　　金沢文化スポーツコミッション
　４．協　　　賛　株式会社ジーシーシー
　　　　　　　　　ラケットクリエイティブ株式会社（日本バドミントン専門店会）
　　　　　　　　　ヨネックス株式会社、ジェイシップ株式会社、BIPROGY株式会社、
 　　　　　　　　　CRSスポーツ工業株式会社
　　　　　　　　　豊田通商バドミントン部、トラベルリンクス(株式会社リンクス)
　　　　　　　　　アイベックススポーツ株式会社、ファイテン株式会社、ファイルドリラックス株式会社
　　　　　　　　　名古屋葵大学、スポーツショップマツダ、かぶとやスポーツ
　５．期　　　日　2026年（令和８年）１０月１６日（金）〜 １０月２２日（木）
　６．開　催　地　石川県金沢市
　７．日　　　程　１０月１６日（金）　開会式・代表者会議　１７：００～
　　　　　　　　　　　　１７日（土）　男女複　１〜３回戦
　　　　　　　　　　　　１８日（日）　男女単　１〜３回戦
　　　　　　　　　　　　１９日（月）　混合複　１〜３回戦
　　　　　　　　　　　　２０日（火）　男女複４・５回戦　男女単４回戦　混合複４回戦
　　　　　　　　　　　　２１日（水）　男女複準決勝　男女単５回戦・準決勝　混合複５回戦
　　　　　　　　　　　　２２日（木）　男女複決勝　男女単決勝　混合複準決勝・決勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［競技終了後］表彰式、閉会式
　８．会　　　場　いしかわ総合スポーツセンター
　　　　　　　　　住　所：〒９２０－０３５５　石川県金沢市稚日野町北２２２
　　　　　　　　　ＴＥＬ：０７６－２６８－２２２２
　９．種　　　目　個人戦　男子単、男子複、女子単、女子複、混合複
１０．競 技 規 則　2026年度(令和8年度)（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程
　　　　　　　　　及び同公認審判員規程による。
１１．競 技 方 法（１）各種目ともトーナメント戦方式による。３位決定戦は行わない。
　　　　　　　　（２）シングルス・ダブルス・混合ダブルスは兼ねて出場できる。
１２．使 用 用 具　（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用具・用器具及び
　　　・ 用 器 具　2026年度(令和8年度)第１種検定合格シャトルを使用する。
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１３．参 加 資 格（１）2026年度（令和8年度）（公財）日本バドミントン協会の会員登録を
　　　　　　　　　　　完了している者。
　　　　　　　　（２）2026年度（令和8年度）全日本学生バドミントン連盟及び
　　　　　　　　　　　各地区学生バドミントン連盟に登録を完了している者。
　　　　　　　　（３）原則、大会申し込み時に(公財）日本バドミントン協会公認審判員(3級以上)の
　　　　　　　　　　　有資格者であること。
　　　　　　　　（４）次のいずれかの条件を有する者とする。
　　　　　　　　　①前年度（令和7年度）本大会においてベスト８以上の選手。
　　　　　　　　　②2026年度（令和8年度）東日本・西日本選手権大会に採用した日本学生ランキング
　　　　　　　　　　（東日本・西日本選手権大会前の成績）において８位以内の選手。
　　　　　　　　　③2026年度（令和8年度）東日本・西日本選手権大会において
　　　　　　　　　　ベスト３２以上の選手。
　　　　　　　　　④全日本学生バドミントン連盟に推薦された選手（若干名）。
　　　　　　　　　⑤各地区学生連盟に推薦された選手。推薦による枠数は、北海道３名(組),東北
　　　　　　　　　　３名(組)、関東１０名(組)、中部４名(組)、関西６名(組)、中四国３名(組)、
　　　　　　　　　　九州３名(組)とする。
　　　　　　　　　※男子複 女子複は、同じ所属大学でのペアとする。
　　　　　　　　　　混合複は、他大学同士でのペアを認める。
　　　　　　　　　※①②でのダブルスの参加資格は、同じペアのみ有効とする（組替え不可）。
　　　　　　　　　※①②での参加資格は、東日本・西日本選手権大会に出場した場合のみ有効とする。
　　　　　　　　　※⑤での混合複は、同地区のペアとする。
１４．組　合　せ　組合せは、本会が指名したレフェリーもしくは、デピュティーレフェリーの指示の
　　　　　　　　　下、（別に定める組合せ基準により）主管団体役員との間で厳正に執り行う。
１５．参　加　料　個人戦　単１人　３，０００円　　　複１組　６，０００円
１６．参　加　費（１）参加大学は参加費を各地区学生連盟が定める期日までに各地区学生連盟の口座に
　　　納 入 方 法　納入すること。納入先、締切日等については、登録地区学生連盟の指示に従うこと。
　　　　　　　　　申込後に出場を取り消しても、参加費は返金しない。
　　　　　　　　（２）各地区学生連盟は各大学から納入された参加費を一括して下記の主管学生連盟の
　　　　　　　　　口座に納入すること。
　　　　　　　　　（参加費の正誤については、各地区学生連盟の責任において措置すること。）

振込先
　　　　【銀  行  名】　三菱UＦＪ銀行　　　　　　　　　　　 【銀行コード】0005
　　　　【支  店  名】　星ヶ丘支店　　　　　　　　　　　　　【店　　　番】276
　　　　【口座 名義】　中部学生バドミントン連盟　　　　　　【口 座 番 号】0090158
　　　　　　　　　　　会計責任者　　宝泉 陽大(ホウセン ハルト)

１７．申 込 締 切（１）メール申込締切日　　　　　９月１７日（木）
　　　　　　　　（２）参加費納入締切日　　　　　９月１８日（金）
　　　　　　　　　・各地区学生連盟にて取りまとめての申し込みのため、
　　　　　　　　　各地区学連への申込締切日については、登録地区学生連盟からの指示に従うこと。

大会要項
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大会要項
１８．　　　　　　参加申し込みは「全日本学生バドミントン大学対抗戦」との2大会分を一括で行う。
　　　　　　　　　参加大学からの申し込みは全て所属する地区学連で取りまとめ、地区学連より一括
　　　　　　　　　で手続きを行うこと。
　　　　　　（１）参加大学の行う手続き
　　　　　　　①全日本学生連盟ホームページからダウンロードした所定の申込書(Excel)に必要事項を
　　　　　　　　入力し「入力したファイル」を電子メールにて所属する地区学連宛てに送信すること。
　　　　　　　※ファイルは、２大会分を男女チーム含めて各大学で１つのファイルとなります。
　　　　　　　　メールの件名、ファイル名は「【○○大学】インカレ申込」として下さい。
　　　　　　　②混合複で他大学同士でペアを組む場合、申込書は双方から提出すること。
　　　　　　　③送信したファイル、メール送信記録は残しておくこと。
　　　　　　（２）各地区学連の行う手続き
　　　　　　　①各地区学生連盟は各地区登録の参加申込書を取りまとめ、中部学連（本大会主管）
　　　　　　　　及び関西学連（大学対抗戦主管）宛に cc.全日本学連を加え、メールで送付する。
　　　　　　　　【to.　中部学生バドミントン連盟　宛】chubugakuren.bad@gamil.com
　　　　　　　　【to.　関西学生バドミントン連盟　宛】kansaibad@gmail.com
　　　　　　　　【cc.全日本学生バドミントン連盟　宛】japanibf.info@gmail.com
１９．表　　　彰（１）優勝者には、優勝杯、賞状、(公財)日本バドミントン協会より
　　　　　　　　　　　金メダルを授与する。
　　　　　　　　（２）準優勝・３位の入賞者には、それぞれ賞状、(公財)日本バドミントン協会より
　　　　　　　　　　　銀・銅メダルを授与する。
　　　　　　　　（３）表彰を受けるものは、競技終了後の表彰式に必ず参加すること。
２０．代表者会議　各チーム（男子チーム、女子チームは各々）は、代表者会議及び開会式に１名必ず
　　　　　　　　　参加すること。なお、開会式・代表者会議には、シューズ着用のうえ、チームウェア
　　　　　　　　　で参加すること。
２１．大会事務局　〒４７４－８６５１　愛知県大府市横根町名高山５５
　　　　　　　　　　至学館大学健康科学部十　枝内研究室
　　　　　　　　　　中部学生バドミントン連盟 委員長 吉田 翔一
２２．宿　　　泊　別紙宿泊要項のとおり。
２３．着　　　衣　競技時の服装は、(公財)日本バドミントン協会審査合格品とし、上衣ウェアの背面に
　　　　　　　　　大学名を必ず明示すること（全日本学生連盟ホームページ「各種書類」にある『着衣
　　　　　　　　　上の背面、ロゴ等の表示に関する取り決め』参照のこと）。ゼッケンを使用する場合
　　　　　　　　　には、横３０cm×縦１５cmを基準とし、必ず四隅を固定すること。なお、文字列の
　　　　　　　　　大きさについては(公財)日本バドミントン協会大会運営規程第２４条による。
２４．　　　　　（１）本大会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づく、ドーピング・コントロール
　　　　　　　　　　　対象大会である。
　　　　　　　　（２）日本アンチ・ドーピング規程の詳細内容及びドーピング検査については(公財)
　　　　　　　　　　　日本アンチ・ドーピング機構のウェブサイト(http://www.playtrue.japan.org)に
　　　　　　　　　　　て確認すること。

参加申込方法

ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸ

規定
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２５．備考
　　（１）部長・顧問・監督・コーチ・主将・主務・選手のうち、選手用ベンチおよびコーチングシート
　　　　　に着席できる者は、(公財)日本バドミントン協会登録会員に登録し、参加申込書に登録番号が
　　　　　記載されている者のみである。
　　（２）部長・顧問・監督・コーチ・主将・主務・選手は、マッチにふさわしい服装で臨むこと。
　　　　　また、競技場に入る際は、必ず室内シューズを着用すること。
　　（３）本大会は敗者審判を求める場合がある。その際は長ズボン(ジャージ可)の着用が必要となる
　　　　　ので、競技者は必ず持参すること。
　　（４）競技中に事故があった場合、応急処置は行うが、以後の責任は各参加者の負担とする。
　　（５）競技中の怪我等の応急処置は主催者（主管者）で行なうが、傷害保険は
　　　　　（公財）日本バドミントン協会で加入している。必要な場合は、BAJホームページ
　　　　　の１種大会バドミントン事故報告書第１種大会傷害保険事故連絡票を確認すること。
　　（６）病気・事故に備えて、各自健康保険証を持参すること。
　　（７）本大会は、日本アンチ・ドーピング規程が適用される。
　　（８）大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、
　　　　　これ以外の目的に利用することはない。
　　（９）本大会の一部の試合は、インターネット配信を予定している。
　　　　　また大会結果・写真等は関連ホームページ・報道機関に提供・公開されることがある。
　　（10）開催地のごみの分別収集にご協力下さい（ゴミは各大学で持ち帰って下さい。
　　（11）新型コロナウイルス感染症等防止対策を行う場合は、大会HPに案内いたします。
　　（12）１．本大会に出場する競技者は、本大会への参加に際し本大会の主催者である
　　　　　　　（一社）全日本学生バドミントン連盟及び中部学生バドミントン連盟(以下、「主催者等」
　　　　　　　という)が、大会における肖像並びに撮影等に関して、本大会の広報・普及の目的で
　　　　　　　以下の利用を無償で期限の定めなく行うことを了承するものとする。
　　　　　　①大会に関して肖像、氏名、音声、略歴、記録等(以下、「肖像等」という)の撮影、収録、
　　　　　　　収集、編集(以下、「撮影等」という)に関すること
　　　　　　②撮影等した肖像等の国内外における配信・放送・インターネット掲載に関すること
　　　　　　③撮影等した映像のダウンロード販売等の二次的利用に関すること
　　　　　２．主催者等が前述の肖像などの撮影、配信、二次的利用などを行うにあたり、本業務を
　　　　　　　第三者に委託することがあることを予め了承するものとする。
　　（13）本大会の試合の静止画および動画の撮影について、フロアで撮影を希望する場合は事前に
　　　　　主催者へ申し出ること。未申請の場合はフロアでの撮影は認めない。
　　　　　また、撮影者は各チーム1名のみ（男女出場している場合は男子チームに1名，
　　　　　女子チームに1名）とする。
　　（14）撮影場所に関係なく、撮影物をインターネット上で配信する場合において、自チーム以外の
　　　　　人物が映る場合は、その人物にできるだけ許可を得ること。
　　　　　なお配信の停止や削除の依頼があった場合は速やかに対処すること。
　　　　　また、インターネット上で公開する動画については1ラリー程度の長さまでとし、
　　　　　連続した2ラリー以上の長さの動画は公開を認めない。
　　（15）上記を遵守できない場合、当事者が所属する大学（当事者が関係する大学）に対して
　　　　　今後一切の撮影を認めない。
　　　　　また、今後の本大会への出場を認めないこともあり得る。

大会要項
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大会役員
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競技役員
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競技上の注意

　１）競技規則について
　　本大会は、令和8年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、大会運営規程および公認審判員規程
　　により行います。
　２）競技方法について
　　各種目ともトーナメント方式とし、3位決定戦は行いません。
　３）選手の集合について
　　基本的にコートが空き次第、タイムテーブル順に次の試合をコールします。試合の進行状況によっては、試合開始
　　時間やコートを変更して行う場合がありますので、選手は時間に余裕をもって試合会場にて待機してください。
　　同一選手が連続して試合となる場合は、試合終了後20分以上の休憩を設けます。
　　試合のコールがされたら選手は、速やかにコートに直接集合してください。
　　コール後5分以上経過してコートに選手が揃わない場合には棄権とみなす場合があります。
　　あらかじめ棄権がわかっている場合には、代表者会議の際に申し出てください。
　４）練習時間について
　　各試合、トスの後に2分以内の練習を認めます。シングルスの場合には対戦相手と練習を行ってください。
　　この試合前練習以外に練習時間は特に設けません。空きコート及び競技区域外では、シャトルを打ったり
　　素振りやフットワークをしたりする等、練習は一切できません。
　５）競技時のプレーヤーの服装について
　　競技時の服装は、（公財）日本バドミントン協会審査合格品とし、上衣ウェアの背面に大学名をはっきり確認できる
　　ように明示してください。（全日本学生連盟ホームページ「各種書類」にある『着衣上の背面、ロゴ等の表示に関す
　　る取り決め』参照のこと）。ゼッケンを使用する場合には、横30cm×縦15cmを基準とし、必ず四隅を固定してく
　　ださい。なお、文字列の大きさについては（公財）日本バドミントン協会大会運営規程第24条を順守してください。
　６）シャトルについて
　　シャトルは、第1種検定合格品を使用し、使用シャトルの番数（スピード）はレフェリーにて決定します。
　　シャトル銘柄の変更には応じられません。
　７）コーチ席について
　　試合中は、インターバルなど認められた時間に2名まで選手にコーチングすることができます。
　　コーチ席に入るコーチは、日本バドミントン協会会員登録が必要です。コーチは許可されたインターバルを除き、
　　指定された椅子に着席するものとし、チェンジエンズの際は帯同するサイドへ移動してください。
　　コーチ席に座るものは、マッチ（試合）にふさわしい服装で臨んでください。長ズボン着用とし、短パンやスリッパ
　　でのコーチは認められていません。
　８）電子通信機器の使用について
　　電子通信機器（携帯電話、スマートフォン、タブレット端末等）は、マッチ（試合）中の競技区域またはコート周辺
　　では電源をオフにしてください。競技中、コーチ席やベンチにて電子通信機器を使用することはできません
　（スマートフォンでの写真や動画の撮影もできません）。マッチ（試合）中のコートまたはその周辺において
　　電子通信機器が鳴った場合、競技規則第16条6項(4)の違反とみなし、同第16条7項を適用します。
　９）試合中の怪我や病気について
　　試合中の病気やその他の事故のため競技を続行できないときは、主審はレフェリーに報告し、レフェリーの判定に
　　より棄権とみなします。試合中の応急処置は主催者側で行いますが、その後の処置は各自の責任とします。
　　なお、プレー中に人命の危機に係る事例（意識の喪失、心肺の停止）が生じた場合は、応援を呼ぶとともにすみやか
　　に医療関係者がコートに到着するまで、選手の意識の確認や呼吸の有無の確認、状況に応じて応急処置（AED使用・
　　胸骨圧迫等）を行ってください。仮に意識の確認等を行った後、状態が回復しプレーの再開が可能になった場合でも、
　　選手に触れたことによる「失格」や「棄権」等になる規程は本競技にはありません。レフェリー判断を待たずとも
　　人命を第一に考えて行動をお願いします。

10）競技マナー                                                      
　　選手は、プレー継続の妨げになるような行為は慎んでください。また、主審（サービス・ジャッジ）、線審の判定に
　　影響を与えるような、身振り手振り、そしてラケットを使用しての威嚇、或いは言葉による冒とくなどは、不品行な
　　振る舞いとして処置します。汗を手で拭い、コート内外（競技区域）に投げ落とす行為も禁止とします。
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　１）審判の担当について
　　本大会は敗者審判を求める場合があります。主審は長ズボン（ジャージ可）の着用が必要ですので、競技者は
　　必ず持参してください。線審は各日の初回コールの試合は運営本部より指名し、以降の試合の線審は敗者審判制
　　とします。準決勝・決勝は運営で準備します。
　２）インターバルについて
　　すべてのゲーム中に、一方のサイドのスコアが8点になったとき60秒を超えないインターバルを認め、
　　第1ゲームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めます。
　　主審は必ず時間を測定し、「残り20秒」をコールしてください。インターバル中にアドバイスできるのは2人
　　までです。チェンジエンズが必要な時はエンドが替わった後となります。主審が「…20秒」とコールしたら
　　コートを離れてください。
　３）プレーヤーがコートを離れることについて
　　プレーヤーは競技規則第16条第2項のインターバルを除き、マッチ（試合）中、主審の許可なしにコートを離れては
　　なりません。給水やタオルの使用については、必ず主審の許可を得てください。なお、給水の容器についてはフタ
　　付きのものとし、倒れてもこぼれないものを使用してください。缶や紙パックのドリンクの持ち込みは禁止とします。
　４）プレーの遅延について
　　プレーヤーは、どんなことがあっても、体力や息切れを回復できるように、または、アドバイスを受けるために
　　プレーを遅らせてはなりません。また、コート内を不必要に歩き回ったりすることは遅延行為となります。
　５）シャトルの交換について
　　マッチ（試合）中のシャトルの交換は、主審が必要かどうかを決定します。
　６）不品行な振舞いについて
 　　競技規則第16条第4項(1)、第5項(2)、第6項のいかなる違反に対しても、主審は次の処置をとります。
　（１）違反したサイドに警告をします。
　（２）一度警告の受けた後、再び違反した場合は、そのサイドをフォルトにします。
　　　　一つのサイドによる警告後の同種の違反行為をフォルトは執拗な違反と見なされる。
　（３）目に余る不品行な振舞いをしたり、またはそれを続けたりした場合には、その違反したサイドをフォルトとし、
　　　　直ちにレフェリーに報告します。
　　　　競技役員長は違反したサイドをそのマッチ（試合）から失格させることができます。
　７）判定への質問について
　　審判員の判定に対して疑問がある場合は、個人戦の場合は、当該プレーヤーに限り質問することが認められます。 
　　ただし、抗議あるいは異議であってはなりません。
　８）マッチ（試合）中の棄権について
　　マッチ（試合）中に選手から棄権の申し出があったときには、主審が報告します。
　　棄権の場合、レフェリーが正当な理由として認めない場合の当該選手は、以降他のエントリー種目に出場できません。
　※2種目以上出場予定の選手が1種目のみ棄権することが事前に決まっている場合は、出場できない正当な理由を
　　記した証明書を代表者会議の受付までに提出してください。
　　例：実習・就職活動等（期間を明示した大学の証明書）、病気怪我（期間を明示した入院治療証明書、
　　　　感染症による隔離期間証明書、来場が困難な状況を記した診断書、事故証明書等）。
　９）線審の判定について
　　線審は 担当ラインについて「イン」・「アウト」・「判定できない」を判定し、合図をしてください。
　　また、アウトのときは、大きな声で「アウト」とコールしてください。

審判上の注意
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その他の注意

　１）部旗・応援旗の掲示について
　　部旗等は競技に支障をきたさない大きさのものを使用してください。競技に支障をきたすと判断される
　　場合には、移動をお願いいたします。また、部旗等はアリーナ後方の指定場所に掲示するものとし、
　　貼り付ける場合には粘着テープは使用せず、必ずひもを使用してください（テープはマスキングテープ
　　のみ使用可能です）。
　２）写真・動画の撮影およびSNS投稿について
　（１）試合中の写真・動画撮影は、バッテリーを使用した機器のみとし、体育館内の電源を使用することは
　　　　禁止します。
　（２）他人が写っている写真を許可なくSNS等に公開することは肖像権の侵害となる場合があります。
　　　　使用する場合は、「自チーム選手のみが映ったものにする」「相手が特定できないように加工処理
　　　　する」「相手に許可を得る」などの配慮をしてください。また、SNSでの動画の取り扱いは1ラリー
　　　　程度の短い時間の動画までとし、それを超える時間の試合のLIVE配信やアップロードなどは
　　　　行わないようにしてください。
　（３）観覧席において固定のカメラで動画を撮影する際は、本部から受領した札を掲示してください。
　　　　当日、本部にて申請のあった台数ごとに札をお渡しします。
　３）フロアでの撮影について
　　大会本部が許可した者以外のフロアやベンチ席での撮影は禁止です。大学広報を目的にコートサイドで撮影
　　を希望する場合は、大会本部に申請してください。許可者のみ大会本部の指示する範囲での撮影を認め
　　ます。なお、撮影許可者はチーム構成員ではありませんので、ベンチ着席や応援は認められていません。
　４）ごみについて
　　大会中に発生したゴミは、キッチンカーのゴミに限り捨てることができます。
　　その他のゴミは、各自手持ち帰り、適切に処理してください。
　　捨てる際は、ごみの分別(燃えるゴミ、ペットボトル、ビン・カン)をして捨ててください。
　５）喫煙について
　　会場内での喫煙は、館外に指定された場所以外では絶対吸わないでください。
　　トイレで喫煙するような行為があれば、大会が続行できませんので絶対しないでください。
　６）飲食について
　　アリーナ内での飲食は禁止します。
　７）その他
　　①会場での上履きについて、アリーナ内は土足禁止ですので上履きを着用してください。
　　②ロージンバッグ・雑巾・氷嚢等をフロア内に持ち込む場合は、床を保護する物を下に敷いてください。
　　　また、フロア内へのクーラーボックスの持ち込みは禁止しますが、ラケットバッグに入る程度の小さな
　　　クーラーバッグは持込を認めます。
　　③貴重品は、各自で管理してください。盗難・紛失には責任をおいません。　
　　④会場内での事故による応急処置はいたしますが、その後の責任は各参加者の負担となります。
　　　また、傷病発生の場合には、必ず大会本部まで届け出てください。
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大会日程ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ

・全日程会場：いしかわ総合スポーツセンター
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大会キッチンカー情報

スパイスカレー

カステラポール フルーツ飴・団子 ロングポテト

焼きそば 10円パン たこ焼き

KOMO’S

KITCHEN

ブタゴリキッチン ルキナキッチン たこ千両

Ken’s Food

Truck

お団子カフェ 鯛平楽

※やむを得ない事情により、出店内容が変更になる場合がございます。ご了承ください。

出店スケジュール

10/17 10/18

10/19 10/20

10/21 10/22

food to
luck(ホットドッグ)
お団子カフェ(フルーツ飴・団
子・削りいちご)
KOMO'S KITCHEN(スパイスカレ
ー)

ルキナキッチン（10円パン）
ぼたん（タコス）
たこ千両(たこ焼き)

ルキナキッチン(10円パン)
ブタゴリキッチン(焼きそば)
Ken's Food Truck(カステラボー
ル)
鯛平楽(ロングポテト)

KOMO'S KITCHEN
鯛平楽
お団子カフェ

Ken's Food
Truck
たこ千両

ブタゴリキッチン
ルキナキッチン

３階エントランス
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男子シングルス-1
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男子シングルス-2
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女子シングルス-1
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女子シングルス-2
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男子ダブルス-1
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男子ダブルス-2
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女子ダブルス-1
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女子ダブルス-2
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混合ダブルス-1
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混合ダブルス-2
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【男子】
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選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】

-52-



選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】
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選手名簿　【女子】
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大会の記録

全日本学生バドミントン選手権大会

-59-



大会の記録

全日本学生バドミントン選手権大会
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大会の記録【西日本予選地区】

中部・関西・中四国・九州
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大会の記録【東日本予選地区】

北海道・東北・関東
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歴代の記録
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歴代の記録
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歴代の記録
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歴代の記録
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歴代の記録



歴代の記録



歴代の記録
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歴代の記録



歴代の記録
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歴代　委員長・副委員長



主管学連紹介
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会場案内-1F

ナ

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

受付 入⼝

記
念
品

観客ゾーン
ﾌﾟﾚｽゾーン４
選手ゾーン４２
役員ゾーン４２１

観客
ゾーン 観客・応援

プレス
ゾーン 報道・取材

選手
ゾーン

選手・審判等
・チーム役員

役員
ゾーン 主催等

いしかわ総合
スポーツセンター

プレス
ゾーン

⑧　    ⑯

⑦　    ⑮

⑥　    ⑭

⑤　    ⑬

④　    ⑫

③　    ⑪

②　    ⑩

①　    ⑨

スタンプ
記念品売り場

役
員
ゾ
ー
ン

選手ゾーン

観客ゾーン

駐車場

倉
庫

⑰　    ㉑

⑱　    ㉒

⑲　    ㉓

⑳　    ㉔

各ゾーンには
入場制限があります

運営本部

サブ本部

1F

外

能登半島募金
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会場案内-2,3F,駐車場

役
員
ゾ
ー
ン

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

観
客
ゾ
ー
ン

観
客
ゾ
ー
ン

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

観
客
ゾ
ー
ン

選　⼿
ゾーン

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

観
戦
優
先
ゾ
ー
ン

観
戦
優
先
ゾ
ー
ン

選
手
優
先
ゾ
ー
ン

選
手
優
先
ゾ
ー
ン

観客ゾーン

観客ゾーン

駐車場

スタンプ
サブアリーナ
観客席出入⼝

スタンプ
キッチンカー
観客席出入⼝

審　判
ゾーン

2F 3F

マッサージベット
ゾーン(要申請)

ラケットを使用したアップは禁⽌です

ランチゾーン

キッチンカー
毎日開催！！
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アクセス図
いしかわ総合スポーツセンター

アクセス　　金沢駅から
駐車場は  　　　　　　・車　　15分
2次元コードから！　　・バス　40分

（出典）金沢市旅物語 -78-
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